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　　　　　　　　三重県伊賀上野島ヶ原地区耐火粘土鉱床

武　可　　秀　夫＊

Fire・elay・Depos五t＄in　Skimagahara］Dis勧ict，Iga・Ue箪o，Mi6prefecture

　　　by

Hideo　Takeshi

Abstract

　　The　writer　surveyedそhe　geology　and　mineral　deposits　around五re℃lay　pits　in　the　northeastern

part　of　Shimagahara　district，which　is　a　part　of　Iga－Ueno五re－clay　deposits　region，Mi6prefecture。

　　Fire－clay　pits　were　worked　in　this　region　at　that　time。

　　　　L　Miaclaypit
　　　　2．　』Sasaki　clay』pit

　　　　3．　：Kawashitna　clay　pit

　　　　4・瓢ineclaypit、

　　　　5。Miyata　clay　pit

　　The　lower　Pleistocene　formαtionン耐hich　consists　of“Kibushi　clay”bed，“Gairome　clay”bed，

lignite．etc．，・verlies　the・ldest　bi6tite－granite　in　the　regi。n．　The　upPer　Pleist・cene　gravel　bed

overlies　the　formation．

　　The　order　of　sedimentation　of　each、bed　is　generally　the　following。

　　　　　　gravel　bed

　　　　　　san（1y　clay　bed

　　　　　　Kibushi　clay　bed　（llignite）

　　　　　　Gairom6clay　bed　　　　　　　　，

　　　　　　biotite－granite

The　bulk　of　Kibushi　clay　is　poorly　crystallized　kaolinite　with　small　amounts　of　halloysite，fine－

grained　quartz　and　feldspar．The　refractorlness　of　the　clay　is　generα11y31」32SK．．Gairome　clay

is　mainly　composed　of　quartz，kaolinite　and　feldspゴr．

　　　　　　　　　　要・　旨

　三重県伊賀上野耐火粘土鉱床のうち，島ケ原地区鉱床

の北東部の約半分の東西約2km，南北約3kmの範囲

について，耐火粘土鉱床を中心として，地質および鉱床

調査を行なった。当地域で調査当時稼行中の鉱山は次の

5鉱山である。

　　　L　三阿耐火採掘場

　　　2．佐々木採掘場

　　　3，　川島採掘場

　　　4．峰採掘場

　　　5」　宮田採掘場

’
＊
鉱 床部

　本地域は黒雲母花歯岩を基盤とし，これを覆って，下部

更新統に属する木節粘土予蛙目粘土・亜炭層を含む累層が

発達し，その上部に上部更新統に属する砂礫層がある。

　各鉱床におげる堆積層の層序関係は一般的にいって，

下部から，蛙目粘土層・木節粘土層（亜炭層を含む）・

砂質粘土層が整合に堆積し，その上部に砂礫層が不整合

に堆積している。

、木節粘土は結晶度の低いカオリナイトを主どし，一部

ハロイサイトを含み，品位の低い鉱石は石英・長石を相

当量含む。耐火度は普通SK31乍32位である。蛙目粘

土は石英を主とし，カオリナイ・トおよび長石を多く含ん

でいるQ

23一（587）
’



地質調査所月報（第12巻第8号）

1．緒　　言

　愛知県瀬戸地区および岐阜県多治見地区についで，わ

が国における主要耐火粘土（木節粘土・蛙目粘土）の産

地セある三重県伊賀地区耐火粘土鉱床については，すで

に昭和24年元所員大江二郎工）により地質，および鉱床

の概略賦存状況，採掘の現状その他につき調査が行なわ

れた。伊賀地区耐火粘土鉱床は伊賀上野盆地西方の標高

300m，以下の丘陵1生山地に分布し，その分布範囲の面積

は東西約10km，南北約15km，ほゴ150km2であり，

耐火粘土鉱床の集中する地区は，島ケ原地区（三重県阿

山郡島ケ原村および上野市）・花垣地区（上野市）・西山

地区（上野市）・田山地区（京都府相楽郡高山村および

奈良県添上郡月瀬村）の4地区で，とくに前二者は主要

な鉱床分布地区である。ついで元所員種村光郎は昭和

31年，32年にわたり花垣地区（一部田山地区の月瀬村

を含む）にっき，大竹重吉外1名の測量および製図によ

る5千分の1地形図を用いて，地質および鉱床の精査を

行ない，花垣地区の地層の層序および鉱床の分布状況を

明らかにした。

　昭和34年3月筆者は，もう昌つの主要鉱床分布地域

である島ケ原地区の北東部の約半分の地区につき，相原

輝雄の測量および製図による5干分の1地形図に基づい

て，地質および鉱床を調査し，本地区における地層の層

序および鉱床の分布状況を明らかにした。さらに各鉱床

における含耐火粘土層の鉱物組成の概略を検討するとと

もに，各鉱床の鉱石の鉱物組成と品位との関係につき，

検討を行なったので，以下それについて報告する。なお

本調査を行なうに際して，三重県耐火粘土鉱業協同組合

の方々，とぐに組合専務理事西口鹿之助氏および北山耐

火鉱業株式会社浜田専務には種々御援助を載いたので，

厚く御礼申し上げる次第である。

2．位置および交通

で，伊賀上野駅および島ケ原駅が地域中にある。近畿日

本鉄道伊賀線が地域東端を伊賀上野駅から南方伊賀神戸

駅までほ雲南北に走る。各地区への交通は上野市中心部

バスセンターから，バスによるのが最も便利である。鉱

石は各山元からトラックで伊賀』上野駅あるいは島ケ原駅

に搬出される。

　今回の調査地域は島ケ原弛区耐火粘土鉱床のうち，北『

東部地区で島：ケ原地区の約半分に当る東西約2km，南

北約3kmの範囲である。当地区では耐火粘土鉱床は地

区北東部の上野市三軒屋地区←一部は島ケ原村にまたが

る）と地区南部の2地区に集中する。交通は上野市添ら

島ケ原駅に通ずる伊賀街道を走るバス（三重交通あるい

は奈良電バス）で上野市中心部から約15分，島ケ原駅

から約10分で，三軒屋停留所に下車，徒歩で各山元に

至る。鉱石はすべてトラックにて島ケ原駅あるいは伊賀

上野駅へ搬出する（第1図）。

三阿耐火操掘場

藤川採掘場

佐々木採掘場

川島採掘場

峰採掘場

宮田採掘場

第1図　伊賀上野島ケ原地区耐火粘土鉱床位置図

　三重県における主要耐火粘土産地である伊賀地区は伊

賀上野盆地の西方，丘陵性山地にあり，関西本線伊賀上

野駅と島ケ原駅を結ぶ線を北限どし，南方名張市に至る

南北15km，上野市市街中心部より西方京都府相楽郡高

山村田山地区・奈良県添上郡月瀬村に至る東西約10km

の範囲に分布する。この地域のうち，耐火粘土鉱床の集

中するのは4地区で，地域のほゴ中央に島ケ原地区耐火

粘土鉱床，南部に花垣地区　（事野・月瀬）耐火粘土鉱

床，西部に田山地区耐火粘土鉱床，、北部に西山地区耐火

粘土鉱床がある。そのうち前二者は本地域の主要鉱床で

あることはすでに述べたとおりである。

’主要な交通機関は地域北部をほゴ東西に走る関西本線

3．地　　形

　耐火粘土鉱床の分布地域は伊賀上野盆地西方の丘陵性

山地で，300m以下の標高を示している。地域北部には

木津川の支流である伊賀川がほ穿東から西に流れ，その

北方約2≧mのところに一大断層崖で，花崩岩からなる

標高600～700mの山地と接している。名張川は地域南

部で西流するが，月瀬村付近で北に流路を変え伊賀川と

合流して木津川となる。東方には伊賀上野盆地の西部を

長田川が北流し伊賀川に注ぐ。

　今回の調査地域では地域のほ欝中心に正林坊三角点

（海抜302m）があり，概して丘陵吐の山地で，ところ
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どころ山間の平坦地には田畑が見られ，かんがい用の池

が散点する。その取大のものは長さ約100m，幅約50

mである。地域北東部は，比較的広い平坦地があり，

上野市と島ケ原村を結ぶ伊賀街道を通じている。西部は

主として花闘岩からなる山地で，島ケ原地区耐火粘土鉱、

床の南西部地区（いわゆる広沢地区鉱床）と境されてい

る。地域の北西方には，島ケ原村中心部の伊賀川に沿う

沖積平地がある。地域南方は花闘岩でできた山地である

が，いわゆる花之木断層で花垣地区の砂層分布地域と接

している。

4．地　　質

　本地域は黒雲母花歯岩を基盤とし，これを覆って，木

節粘土・蛙目粘土・亜炭層などを含む下部更新統に属す

る累層が発達し，その上に，上部更新統といわれる砂礫

層がある。

　また現世統が谷を埋めて所々に分布している。黒雲母

花歯岩は耐火粘土堆積地域では一般に風化作用を受け，、

新鮮なものを見ることはないが，鉱床を離れた地域には

比較的新鮮なものも見られる。また一部に嫉片状構造を

示すものもある。鵯

　耐火粘土堆積地域における地層の層序は第2図（A）

のようで，基盤の花闘岩の上に，下部より蛙目粘土層・

木節粘土層・亜炭層および砂質粘土層と整合に堆積し，

当地域では南部の花之木断層の南側に広く露出する砂層

は認められない。砂質粘土層を覆って，礫層が不整合に

堆積する。また一部の鉱床においては，第2図（B）の

ように，蛙目粘土層・木節粘土層・砂質粘ま層の代りに

亜炭および木節粘土層を含む砂層が厚く堆積する場合が

ある。
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第2図　島ケ原地区地質模式柱状断面図

　蛙目粘土層

　当地域において見られる最下部層で，層厚2’》3mの

ことが多い。有機物を含むことが多く，黒蛙目・茶蛙

目・飴蜂目などの名煎がつけられているが，白色に近い

ものもある。数mm程度の石英粒を主とし，少量の長

石を含み，これらが粘土質物質，主としてカオリン鉱物

によって膠着されている。

　木節粘土層および亜炭層

　一般に蛙目粘土層の上に木節粘土層が堆積し，さらに

その上に亜炭層が堆積しているが，時に亜炭層と木節粘

土層の区別が不明瞭で，木節粘土層と亜炭層が互層した

り，木節粘土層中に炭質物を多く含むなどの場合もあ

る。層厚は木節粘土層1～3m，亜炭層1m以下の場合

が多い。，木節粘土は淡褐色から黒褐色までいろいろの色

調を示し，軟質緻密で，多少の光沢がある。構成鉱物

は，カオリン鉱物が主体で，その他に石英・長石を含む

が，その量は鉱床によって異なり，最も良質のものでは

・90鎚以上のカオリン鉱物を含有しているものもある。

亜炭層は鉱床により発達の程度が異なるが，良質のもめ

では層厚1血内外で，3，600cal程度の発熱量を有し，

採掘可能である。また亜炭層と木節粘土層の中間に厚さ

約30cmの白色粘土層がある場合があり，当地方ではハ

ンダξ呼ばれ，X線試験の結果では，約12．6A、に幅

広い反射を持つ粘土鉱物（モンモリロナイトP）を主と

し，少量のカオリン鉱物を含むもので石英を含まない。

当地方では一部磨粉として使用されている。

　砂質粘土層

　一般に亜炭層の上に整合に堆積し，層厚は場所により

異なるが，数mないし10mに及び，淡青色・青色・

灰色で，微粒の石英を主とし，長石・カオリン鉱物・絹

雲母などの粘土鉱物を少量含むもので，粘土鉱物の含有

量少なく，稼行の対象とはならない。聖

　礫層
　砂質粘土層の上に不整合に堆積しているが，とくに調

査地域の北部には相当厚く，数mの厚さで堆積してい

る。礫はチャート・砂岩・花闇岩・粘板岩などを主と

し，径5～10cm程度のものが多い。花嵐岩の礫は風化

して軟質になっている。これらの礫を花闇岩質砂が充墳

している。

5．鉱　　床

　第3図のように調査地域の中央部は，花歯岩が広く露

出し，含耐火粘土層の堆積はない。鉱床は北部地区と南

部地区に多く，現在採掘されているのは北部では，L

三阿採掘場，2．藤川採掘場（休山中），南部では西から，

3。佐々木採掘場，4．川島採掘場，5．峰採掘場，6．宮

25一（589）



地質調査所月報（第12巻第8号）

　　　　至島ガ原
　　　　十　　　　　‘、
　　　　　　＋、マ『、▼一一令俺、
　　　　＋　七　　　　　　　十　　　　十　十　ずウ　ナ　チ　ナめか　ヤ

　　　　　　　　　ナ
＋
，
i

ll＋、i鐡÷1＋

、聾　　　　　　　　　　　　　　、　　　＋
、
￥ 寺　　＋　＋　苧　＋　＋　＋　＋、　＋
　、、，へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　、　　一一　　　　十・十　，十
　　　　、　　　　し　　ウ　ヤ
　　　　＼
　　　　ト＋、＋　　　　㌃寸

巳

も
十、
、

ナ　　やヤ

，艇
　1蓬．

　　ロロヤロロ　＋　1・・

　　　　　　　5敬一◎．
＋　　θ1・F．．．膨’ト．？．、“．

＋…；
、．、！‘

ヨ　　し

．瓢

　1

半

5’∠2》「

十

麟1§撫1碁！・癒響ll

OLr＿＿一＿一一一〇m
第3図島ケ原地区地形および地質鉱床図’

、田採掘場などである。当地方の耐火粒土鉱床は一般に規

模が小さく，』鉱床の連続性に乏しく，局部的な変化が多

い〇

　三阿採掘場

　第4図に示すように，最下部は蛙目粘土があり，その

上に木節粘土がある。蛙目粘土と木節粘土の境は明瞭

で，現在露天採掘中の切羽において見られるように，鉱

床の中心部においては木節粘土の層が2mにも及び，

蛙目粘土は認められないが，鉱床の周辺部になるに従っ

て下部の蛙目粘土の厚さが増して，木節粘土層は薄くな

り，づいには，蛙目粘土のみになる。木節粘土は淡褐色

で，カオリン鉱物を主体とするのはもちろんであるが，’

比較的石英および長石の含有量が多いようである。木節

粘土の上には厚さ約30cmの白色粘土層（いわゆるハ

ンダ）がある。亜炭層の上には淡青色の砂質粘土層があ’

るが，石英・カオリン鉱物を主とし少量の長石を含む地

層で，耐火度もSK32程度あるといわれている。

　峰採掘場

　切羽では最下部に木節粘土層が見られる。厚さ2～、

2．5mの下部層．と厚さ80cm程度の上層に分けられる

，が，下部層はカオリン鉱物を主とし，相当量の石英を含

むのに対して，上層は炭質物を多く含み，90％以上の

カオリン鉱物を含有して石英が少なく，耐火粘土として

当地域ではもっとも品位が良好である。』亜犀層の発達嫉

悪く，前述のように木節粘土上層中に多量の炭質物を含

む程度で，上層の上部には淡青色粘土層が堆積する。こ
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耐火粘土鉱床地質柱状断面図

一國　　匡≡ヨ
蛙目粘土層　　　　　砂層

の地層はハロイサイト・石英を主とする。さらに上部の

青色砂質粘土層は微粒の石英が主体で，カオリン鉱物・・

絹雲母を少量含む地層である。

　川島採掘場

　当採掘場は峰採掘場の西側にあり，同一の地層を採掘

していると思われるが，その層序には互いに多少の差異

がある。川島採掘場においては，最下部に厚さ2．5m程

度の蛙目粘土層があり，．その上に層厚L3mの木節粘

土層がある。また白色粘土層（いわゆる．ハンダ）もあ

・り，・その上に層厚70cm程度の亜炭層がある。木節粘

土はカオリン鉱物のほかに相当量の石英を含み，峰採掘

場ゐ下層のものに相当するようである。亜炭も採掘の対

象になっている。採掘は露天および一部坑道掘りを併用

している。

　宮田採掘場’

　次に述べる佐々木採裾場とともに，その層序関係，岩

相に他の採掘場と大きな差異がある。すなわち現在採掘

している切羽で観察される範囲では厚さ10数mにわ

たり砂層があり，その砂層に挾まれて，4層の木節粘土

層があるq最下部に層厚1．51nの木節粘土層（第一段

木節粘土層）があり，第二段木節粘土層は層厚50cm

で，第三段，・第四段のものは，50cm以下である。木節

．粘土の構成鉱物は第1段のものはカオリン鉱物を主と

し，相当量の石英を含み，第2段のものも大体同様であ

るが，その他に少量の長石を含んでいる。

　佐々木採掘場

　宮田採掘場と大体同様で，，下部の2層の木節粘‡を採

掘している。それぞれ60cm，30ごm程度で，現在では

層厚は比較的薄いようである。カオリン鉱物を主とし，

相当量の長石を含んでいる。また現在の切羽の東側に木

節粘土層の露頭が見られるが，カオリナイトを主体とし，

石英およびごく少量の長石を含むもので，現在採掘中の

ものよりもやY品位が良好と思われる。また亜炭層も層

．厚約1mあり，稼行されている。

6．鉱石および品位

　稼行の対象になる木節粘土層は，その構成鉱物におい

て，あまり大きな差異はないが，峰採掘場の木節粘土上

層の木節粘土はもっとも良質で，電子顕微鏡写真に見ら

れるよう・に1μ以下の板状のカオリナィトがほとんど

でジX線試験の結果でも結晶度のきわめて低いカオリナ

イトを主体とし，少量の石英を含んでいる。

　下部層の木節粘土は主体はカオリナイトであるが石英

の量が多く，耐火度も上部層に較べて低くなる。

　川島採掘場の木節粘土はカオリナイトのほかに石英の

量が峰の鉱石の上部層と下部層の中間程度のものでや、

多いようであるQ・

　三阿採掘場の木節粘土はカオリナイトのほかに石英が

多く，長石も相当量含まれている。電子顕微鏡写真で峠

板状のカオリナイトのほかに短柱状のハロイサイトとみ

られるものが少量あるようである。

　宮田採掘場の木節粘土は，カオリナイト（一部ハロイ．

サイト）・石英のほかに，第二段木節の場合にはごく少

量の長石の存在がX線により確かめられる。

27一（591）



地質調査所月報（第12巻第8号）

4

o

κ
◎

κ　　　　民 f

1，三阿

■

佐々木

『

3，川島

4，　峰

5、宮田

曳

『 1
1 1r2θ） 0 5　　　　　　／0 ／5 20 25 ？o　　ノ0

第5図
　／5　　20　　、25　　30

木節粘土x線回折像

　28一（592）

35 40



三重県伊賀上野島ケ原地区耐火粘土鉱床（武司秀夫）

　　Cbnditions　for　X－Ray　Diffraction
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Current
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Count　Full　Scale
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Divergency

Receiving　Slit

（KVP）・

（mA）　’

＜c／s）

（sec）

（。／min）
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（。）

（mm〉

1．三阿

　木．　節
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三重・耐火・三阿

　Lin
　Cu
　　Ni
　　30
　　15

　GM
　400
　　8
　　ゴ

　　4
　　2
　　2
　　：L

　　O．4

2．佐々木 3．川島

　　　　木　節
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15
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4
1
4
2
2
1
・0．4

Lin
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8
1
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2
2
1
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4．峰

　木節粘土

M9－3②

三重・耐火・峰

Lin

Cu

Ni
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15

GM
400

8
1
4
2
2
1
0．4

5．宮田
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（第5図参照）

第1表
Sio2 Al203 Fe203

　　　　　島ケ原木節　　52，75　32．54　1．60

　　　　　島・ケ原黒木節．　45．25　31．59　1．78

　　　　　　大野正夫（日本光学）による。

佐々木採掘場の木節粘土は大体他の採掘場のものと同

様でカオリナイト（ハロイサイト）を主とし，1石英を相

当量含み，品位の低いものでは少量の長石を含んでい

る。

MgO

0．23

0．36

CaO

0．74

0．73

Ig．10ss

11．24

19．29

Total

要するに峰採掘場ゐ木節粘土はカオリナイトがもっと

も多く石英の量が10％以下で，、耐火度もSK34番程

度であるほかは，他の採掘場のもゐはや＼石英が多く，

場所により，多少品位の低いものは長石その他の鉱物を

含んでいる。参考のために当地の木節粘土の化学分析値

を掲げると第1表のようである。

7．現況・その他

当地域の耐火粘土鉱床はその規模が比較的小さく，し

かも採掘業者は三重県耐火粘土鉱業協同組合に加盟して

いるもので約40あり，零細業者が多く，生産量その他

の実態を把握することは困難である。労務者の大部分は

農業との兼業が多く，季節的に変動が多い。したがって

生産量も季節的変動，あるいは景気変動による動きが相

当大きいようである。今回の調査地域内における採掘場

は次のとおりである。

99．10

99．00’

1．藤川採掘場（休山中）（藤川鉱業所）

　　所在地　　三重県阿山郡島ケ原村、

　　代表者　　藤川巳喜雄

　　　　　　三重県阿山郡島ケ原村
2．三阿耐火採掘場（三阿耐火煉瓦（株））

　　所在地　　三重県阿山郡島ケ原村

　　代表者　福森清一郎
　　　　　　三重県阿山郡島ケ原村
3．佐々木採掘場

　　所在地　　三重県上野市

　　代表者　’佐々木鉄也（佐々木鉱業所）

　　　　　　上野市長田
4．川島採掘場

　　所在地　　三重県上野市

　　代表者　　川　島　信　夫　（川島鉱業所）

　　　　　　・三重県阿山郡島ケ原村

5，峰採掘場

　　所在地　　三重県上野市
　　代表者　　峰　保　二　郎　（峰陶土鉱業所）

　　　　　　’三重県阿山郡島ケ原村
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　6．宮田採掘場

　　　　所在地　　三重県上野市

　　　　代表者　　宮　　田　　　香　（宮田鉱業所）

　　　　　　　　　　　上野市西忍町

　採掘はすべて手掘りで，大部分は露天掘りであるが，
『
一
部 坑道掘りを併用しているところもある。1958年2

且における木節粘土め生産量を示せば

　　　　川島鉱業所　　　260t
　　　　佐々鉱業所　　　25t

　　　　藤川鉱業所　　　15t
　従業員は季節的変動が多く，実態は把握し難いが各採

掘場とも大体数名ないし10名程度である。

　需要先は阪神・中国・九州・F四日市方面が主で，耐火

煉瓦・耐火モルタル・陶磁器用に向けられる。

きいものは期待できない。木節粘土の品位については，

カオリナイトおよび一部ハロイサイト、を主体とする鉱

石で，最高晶位のものを除き石英・長石などを多少とも・

含有している。5鉱床のうち，峰・川島・三阿の各採掘

場の層序関係は互いに類似していて，堆積環境の類似陸

が想像されるが，佐々木および宮田採掘場の層序関係は

前者のものとや＼異なっている。この点については，今

後他の地区の鉱床を調査した後，その堆積環境について』

考察したいと思う。

　なお当地区では小企業が割拠状態にあるため，一般に

施設が貧弱で，水簸工場などもあまり発達していないが，

今後企業の協同化を進め，計画的な出荷と施設の近代化

をはかる必要がある。　　1　　（昭和34年3月調査）

丈献
8．結　　言

　島ケ原地区耐火粘土鉱床のうち，調査当時稼行中の上』

記の5鉱床を中心とし地質および鉱床調査を行ない，各

鉱石の鉱物組成につき，その概要を述べたが，一般的に

曳・って当地区の耐火粘土鉱床は規模が小さく，鉱量の大

1）大江二郎：三重県島ケ原付近木節粘士および蛙目

　　　　　　粘土調査報告，地質調査所月報，VoL2，

　　　　　　No。4＾》5，P．239，1951

2）末野鴎六外＝粘土とその利用，朝倉書店，1958一
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　　曝　　　驚［

　図版1木節批（吊阿採掘場）カオリナイト●ハロイサイト’石英●長石

　　　　　、灘搏1、・

灘態．

一一鵠難蕪、慧叢繋
晒　　　　　　 、’蕪蟻麟欝
図版2　木節粘土（佐々木採掘場）　カオリナイト・ハロイサイト・石英・長石（少量）



図版3　木節粘土上層（峰採掘場）　カオリナイト・石英（少量）




